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子宮筋腫とは

• 子宮にできる良性の腫瘍

小さいものを含めれば、３０代後半女性
のうち4人に1人にみつかるといわれる



症状

• 月経痛

• 下腹部痛、腰痛

• 過多月経 → 貧血

• 不妊

• 便秘、頻尿など



分類

• 漿膜下筋腫・・・・・子宮の外側に突き出
すようにできる

• 筋層内筋腫・・・・・子宮の筋肉（壁）の中
にできる

• 粘膜下筋腫・・・・・子宮の内側，内腔に
できる



治療

• 対症療法（痛み→鎮痛剤、貧血→造血
剤）

• 薬物療法（女性ホルモンの分泌を抑えて、
月経を止める）

• 手術療法（子宮全摘術、子宮筋腫摘出
術）



子宮内膜症とは

• 子宮内膜もしくは、それに類似した組織
が本来存在しない場所に発生し、発育す
る病気

• ２０代～３０代に多い。



症状

• 月経痛

• 下腹痛、腰痛、性交痛、排便痛

• 過多月経

• 不妊



分類（発生部位による分類）

• 子宮の筋層 → 子宮腺筋症として区分

• 卵巣 → チョコレート嚢胞

• 腹膜、ダグラス窩（子宮と直腸の間のくぼみ）

• 膣、直腸、尿管、膀胱、横隔膜、肺、リンパ節



治療

• 対症療法（痛み→鎮痛剤、貧血→造血剤）

• 薬物療法

• 手術療法
保存手術・・・病巣部のみを切除、

子宮内膜症焼灼術

子宮全摘術

卵巣、卵管摘出術



薬物療法

• 経口避妊薬・・・・・低用量ピル

• ホルモン療法・・・・偽閉経療法（女性ホルモ
ンの分泌を抑えて、月経
を止める）

・・・・黄体ホルモン療法（黄体
ホルモンにより女性ホル
モン分泌を抑える）

• 漢方薬



子宮腺筋症とは

• 子宮の筋層に、子宮内膜症組織が入り
込んで増殖し、出血を繰り返して、子宮
の壁が厚く固くなり、子宮全体が大きく
なる病気



診察

問診

内診

超音波検査（経膣的、経腹的）

必要に応じて

血液検査（貧血検査、ＣＡ１２５）

画像検査（ＭＲＩ、ＣＴ）
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